
◎ 本日はお忙しい中、2023年3月期 第3四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、 

 誠にありがとうございます。 

 

◎ 最初に、スライドの3ページをご覧ください。 
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◎ 第3四半期決算の概要について、ご説明します。 

 

◎ 売上高は、前年から5,206億円、70.5パーセント増加の、1兆2,586億円となりました。 

 航空事業において、回復する旅客需要を着実に取り込み、前年から大幅な増収となりました。 

 

◎ 営業利益は、前年から2,147億円改善して、989億円となりました。 

 第3四半期が終了した段階で、通期の営業利益計画650億円を大幅に超過しました。 

  

◎ 親会社株主に帰属する四半期純利益は、626億円となりました。 

 またEBITDAは、前年から2,121億円改善して、2,065億円となりました。 

  

◎ 4ページをご覧ください。 
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◎ こちらは、10月から12月の第3四半期単独の決算概要です。 

 

◎ 右の図は、四半期別の営業利益と営業利益率の推移ですが、 

 第3四半期の営業利益は675億円、営業利益率は14.4パーセントとなりました。 

  これまで「事業構造改革」に取り組み、固定費を中心にコスト削減を進めてきた中、 

 政府を含めたステークホルダーの皆さまのサポートに支えられながら、 

 トップラインを拡大させた成果が表れました。 

 

◎ 5ページをご覧ください。 
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◎ 第3四半期の事業別の取り組みについてご説明します。 

 

◎ ANA国際旅客は、10月以降、北米線やアジア線を中心に訪日客が増加したほか、 

 日本発のビジネス需要も堅調に回復しました。 

 また、運賃コントロールを徹底し、イールドが高い水準で推移した結果、 

  第3四半期単独の売上高は、前年同期から7.2倍に増加しました。 

 

◎ ANA国際貨物では、単価は前年並みの高い水準を維持しましたが、 

 主要商材の需要が年末にかけて弱含んだ結果、売上高は前年から27パーセント減少しました。 

  

◎ ANA国内旅客は、ウィズコロナの定着により、コロナ感染第8波の影響は軽微に留まりました。 

 10月初めから、全15機のボーイング777型機が運航可能となり、  

 レジャー需要の獲得を強化したことで、売上高は58パーセント増加しました。 

 

◎ Peachは、台北線やソウル線など、国際線の運航を再開したことなどにより、 

  売上高は85パーセント増加しました。 

 

◎ 上期は、収益性を重視した対応を徹底しましたが、 

 第3四半期は、ANAとPeachを合わせた国内線の運航便数をコロナ前水準に回復するなど、 

 生産量を機動的に拡大することで、旅客需要を取り込みトップラインを向上しました。 

 

◎ 7ページをご覧ください。 



6 



7 

◎ 通期業績予想の修正について、ご説明します。 

 

◎ 第3四半期は、水際対策の緩和による訪日客の増加を背景に、 

 国際線旅客収入が想定を上回りました。 

 また費用についても、コストマネジメントを徹底したほか、 

 原油市況も計画前提を下回る水準で推移しました。 

   

◎ 以上をふまえ、第3四半期の実績を反映して、 

 通期の業績予想を再度上方修正することとしました。 

   

◎ 売上高は、昨年10月末に開示した修正計画から100億円増加の、 

  1兆7,100億円とします。 

 営業利益は、650億円から、950億円に修正します。 

 経常利益は850億円、親会社株主に帰属する当期純利益は600億円とします。 

 

◎ 8ページをご覧下さい。 
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◎ 現時点の需要動向について、ご説明します。 

 

◎ 1番のANA国際旅客では、 

 コロナ前の2019年と今年の春節時期が異なるため、月毎の回復率に波がみられますが、 

 海外発を中心に、需要は堅調に増加しています。 

 中国線の供給に制約があるため、1~2月は計画前提の55パーセントを下回って推移していますが、 

 全方面でイールドは高い水準を維持しています。 

 

◎ 2番のANA国際貨物では、国際旅客と同様、月別では春節時期の影響がありますが、 

  1月と2月の合計で、概ねコロナ前と同水準の重量を確保する見通しです。 

  

◎ 3番の国内旅客は、 

 ANAとPeachの合計で、1月以降の旅客数が、コロナ前の9割を超える見通しです。 

 全国旅行支援の延長を好機と捉えて、レジャー需要を積極的に取り込んでいきます。 

  

◎ なお、セグメント別、ならびに航空事業に関する修正計画の詳細は、 

  9ページと10ページをご参照ください。 

 続いて11ページをご覧ください。 
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◎ ここから、連結決算の詳細についてご説明します。 

 

◎ 売上高は、前年同期から5,206億円増加の、1兆2,586億円、 

  営業費用は、前年から3,058億円増加の、1兆1,596億円となりました。 

  生産量を拡大させた中でも、費用の増加を抑制しました。 

   

◎ これらの結果、営業利益は989億円、経常利益は923億円、 

  親会社株主に帰属する四半期純利益は626億円となりました。 

 

◎ 12ページをご覧ください。 
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◎ 財政状態です。 

 

◎ 総資産は3兆2,849億円、自己資本は8,426億円となり、 

 自己資本比率は、25.7パーセントとなりました。 

 また、有利子負債は1兆6,246億円、デット・エクイティ・レシオは1.9倍となりました。 

 

◎ 当四半期末における手元流動性資金は、1兆836億円、 

 ネットデット・エクイティ・レシオは、0.6倍となりました。 

 

◎ 13ページをご覧ください。 



13 

◎ キャッシュフローです。 

 

◎ 営業キャッシュフローは、3,392億円の収入、 

  投資キャッシュフローは、1,530億円の支出、 

  財務キャッシュフローは、1,275億円の支出となりました。 

 

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金等の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、 

  実質フリーキャッシュフローは、2,578億円の収入となりました。 

 

◎ 続きまして 14ページをご覧ください。 
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◎ 実質フリーキャッシュフローの推移です。 

 

◎ 第3四半期単独の実質フリーキャッシュフローは、1,076億円の収入となりました。 

  旅客需要の回復に伴う売上高の増加に加えて、 

 営業費用や設備投資の抑制に取り組んだことにより、キャッシュフローは着実に改善しています。 

 

◎ 15ページをご覧ください。 
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◎ セグメント別の実績です。 

 

◎ 航空関連事業では、旅客需要の回復に伴い、 

  空港ハンドリング業務などが増加したことなどにより、前年から増収増益となりました。 

 

◎ 旅行事業では、全国旅行支援の後押しもあり、国内旅行を中心に増収となりました。 

 

◎ 商社事業では、空港リテール事業の回復に加えて、 

  電子事業が好調に推移したことで、黒字幅が拡大しました。 

 

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。 

  17ページをご覧ください。 
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◎ 航空事業における、営業利益の前年比較です。 

 

◎ 売上高は、国際線、国内線ともに旅客事業が大幅に改善したことなどにより、 

  全体で4,955億円の増加となりました。 

 

◎ 営業費用は、燃油費や運航連動費用が増加しましたが、 

 整備費などの固定費の増加を抑制したことで、前年から2,835億円の増加に留めました。 

 

◎ これらの結果、営業利益は、前年から2,120億円改善して、991億円の黒字となりました。 

 

◎ 次の18ページには、事業別の四半期売上高の推移をお示ししていますので、ご確認ください。 

  25ページをご覧ください。 
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◎ 事業別の動向です。 

  グラフは、各四半期のコロナ前比の推移をお示ししています。 

 

◎ 1番のANA国際旅客は、  

 日本発のビジネス需要や訪日客を取り込み、 

 第3四半期の旅客キロは、コロナ前の51パーセントとなりました。 

 一方、イールドはコロナ前の1.5倍に向上したため、売上高は77パーセントまで回復しました。 

 なお、第3四半期の座席キロはコロナ前の57パーセントに伸ばしましたが、 

 まだ、今後に拡大するための十分な余地があります。 

 日本発レジャー需要の回復や、訪日客の更なる増加を見据え、 

  来期以降も、生産量を機動的に拡大していく計画です。 

 

◎ 2番はANA国際貨物です。 

 海上輸送の混雑緩和などにより、航空貨物の需給バランスは正常化に向かう一方、 

 フレイターを最大限に活用し、高単価貨物や特殊商材の取り込みを強化したことで、 

 重量あたりの単価は、コロナ前の約3.3倍と高い水準を維持しました。 

 これらの結果、売上高はコロナ前の約2.7倍となりました。 

 

◎ 26ページをご覧ください。 
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◎ 3番のANA国内旅客は、曜日や時間帯の違いによる需要の波動を捉え、 

 大型機も選択肢として、適切な機材を投入しながら生産量を拡大したことで、 

 旅客数はコロナ前の80パーセントとなりました。 

 低運賃を志向するレジャー需要が増加する中でも、 

 イールドマネジメントを強化し、単価をコロナ前と同水準に維持した結果、 

 売上高も80パーセントまで回復しました。 

  

◎ 4番のPeachでは、 

 国内線のレジャー・VFR需要や、国際線の再開による訪日需要を取り込み、 

 旅客数はコロナ前から8パーセント増加しました。 

 国内線運賃の値上げや販売施策の効果により、単価が8パーセント向上し、 

 売上高は約1.2倍に増加しました。 

 

◎ 以上のとおり、第3四半期は、旅客事業の売上高が大幅に増加したほか、 

 貨物事業の売上高も、コロナ前比で高い水準を維持しました。 

  航空事業を中心にトップラインを着実に向上させたことが、 

 利益規模と利益率の、両方の改善に繋がりました。 

 

◎ 2月15日には次期「中期経営戦略」を発表します。 

  2022年度の成果を、来期以降のさらなる業績向上に繋げられるよう、 

 引き続き、グループ一丸となって取り組んでまいります。 

 

◎ 以上で、説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。 
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